
第 65回 桑名市新型コロナウイルス感染症対策本部会議を開催しました 

 

日時 令和５年５月１日（月） 午前 11 時 15 分から午前 11 時 45 分 

 

会議概要 

〇新型コロナウイルス感染症の県内感染状況等について 

（事務局） 

・新規感染者数、病床使用率は１月１２日をピークに、それ以降は減少傾向にある。 

・40 代・30 代の感染者数の割合が高く、60 代以上は低い傾向にあり、これはワクチン接種の効果

かと思われる。 

 

 

○桑名市新型コロナ対策本部設置要綱の変更について 

（事務局） 

・令和５年４月１日付人事異動に伴い、要綱の変更を行った。 

 

 

〇５月８日(月)以降の国・県のコロナ対応方針を踏まえた市の対応方針(案)について 

（事務局） 

≪国の５月８日以降の対応方針（主なもの）≫ 

・国は、今般の感染症法上の位置付けの変更により、新型コロナウイルスの感染対策については、

５月８日から、現在の「法律に基づき行政が様々な要請・関与をしていく仕組み」から「個人の選択

を尊重し、国民の皆様の自主的な取組をベースとしたもの」を基本原則としている。 

・基本的感染対策に関する変更方針としては 

▸【新型コロナウイルス感染対策の考え方】 

変更前：法律に基づき行政が様々な要請・関与をしていく仕組み 

変更後：個人の選択を尊重し、国民の皆さまの自主的な取組をベースとしたもの 

▸【政府の対応と根拠】 

変更前：新型インフル特措法に基づく「基本的対処方針」による求め 

変更後：「基本的対処方針」は廃止し、感染症法に基づき、専門家の提言等も踏まえ、

個人や事業者の判断に資するような情報の提供 

▸【事業者に関する取組・事業者による業種別ガイドラインの作成】 

変更前：政府による「業種別ガイドラインの見直しのためのポイント」の提示・周知 

変更後：業種別ガイドラインは廃止するが、業界が必要と判断して対策に関する独自の

手引き等を作成することは妨げない 

 



・今後の基本的感染対策の実施にあたっての考え方としては 

①マスクの着用について 

個人の主体的な選択を尊重し、着用は個人の判断に委ねることを基本。但し、高齢者対

応時など一定の条件のもとでは着用を推奨する。 

②手洗い等の手指衛生・換気について 

政府として一律に求めることはしないが、新型コロナの特徴を踏まえた基本的感染対

策として引き続き有効である。 

③「三つの密」の回避、人と人との距離の確保について 

政府として一律に求めることはしないが、流行期において、高齢者等重症化リスクの高

い方は、換気の悪い場所や不特定多数の人がいるような混雑した場所、近接した会話を 

避けることが感染防止対策として有効である（避けられない場合はマスク着用が有効）。 

④入場時の検温、 入口での消毒液の設置、アクリル板、ビニールシートなどパーティション（仕

切り）の設置について 

政府として一律に求めることはしない、事業者において実施の要否を判断。 

⑤感染し、発症した場合の対応について 

→法律による外出自粛は求められないものの、以下の対応を推奨。 

▫発症日を 0日として、5日間は外出を控える。 

▫5 日目以降も症状がある場合は、症状が軽快して 24 時間を経過するまでは外出を控

える。 

▫発症日から 10日間程度はマスクを着用するなど周りに配慮する。 

・特に感染対策が求められる医療機関や高齢者施設等については、院内・施設内等の感染対策

に関して、引き続き国から提示・周知していく。なお、感染が急拡大している時期や、医療機関・

高齢者施設など重症化リスクの高い方が多い場面など、 時期や場面によっては、これまでの取

組を参考に感染対策を強化していくことが考えられる。 

 

≪県の５月８日以降の対応方針（主なもの）≫ 

・法に基づき設置されている現在の「三重県新型コロナウイルス感染症対策本部」は廃止し、今後

は県独自の組織として「三重県新型コロナウイルス感染症対策本部」を維持する。 

・具体的感染対策としては、次のとおり。 

①マスクの着用について 

県から一律に感染防止対策を求めることはせず、個人の判断による自主的な対策の 

実施に委ねる。「三重県指針」及び「イベント開催基準等」は廃止する。 

②外出自粛について 

発症後 5 日間は外出を控えることを推奨し、10 日間はマスクの着用を推奨する。保健

所による健康観察は終了する。 

 



③患者の特定について 

患者の特定（届出・登録）はなくなり、「検査キットの配付・陽性者登録センター」を

廃止する。医療機関から県への患者の発生届は廃止、濃厚接触者の特定も終了する。 

④全数把握・公表について 

新規感染者数の全数把握と毎日の公表がなくなり、定点医療機関からの報告による 

感染動向の把握に移行する。感染状況の公表は 1週間に 1回が目安。 

⑤外来体制について 

幅広い医療機関での診療対応を目指し、「外来対応医療機関」を県 HPに掲載する。 

⑥治療等にかかる公費負担について 

無料検査事業（薬局・医療機関）は終了する。 

⑦宿泊療養施設について 

運用を終了する。 

⑧療養者支援について 

食糧支援は既に終了しており、パルスオキシメーターの貸与も終了する。 

⑨療養期間通知書について 

発行を終了（5/19 で受付を終了）し、今後、必要時は医療機関等で発行された検査結

果がわかる書類等で代替する。 

⑩相談体制について 

「受診・相談センター」等は継続し、発症時や体調急変時の相談窓口も継続する。 

 

≪国と県の方針を受けての市の対応方針≫ 

・現在、任意設置している「桑名市新型コロナウイルス感染症対策本部」については、ワク

チン接種等の市のコロナ対策事業が継続している間は設置を継続する。 

・職員及び庁舎や施設に関する対応について 

①職員のマスク着用について 

職員の自己判断を原則とするが、状況に応じ、所属の判断で職員に着用を求めることは

妨げないものとする。感染し、発症した場合、発症後 10 日間を経過するまでは、マス

クの着用を推奨する。 

②窓口等へのパーティション（仕切り）設置について 

原則、撤去とするが、所属の判断で設置を継続することは妨げないものとする。 

③長椅子等で間隔を空けて座る措置について 

終了とする。 

④消毒液の設置について 

施設の入口等のみに限って設置を継続し、各所属への設置は終了する。(在庫がある間

の使用は可) 

 



⑤体温計測、定時における換気や換気対策、窓口や相談机等の定期的な消毒について 

終了とする。 

・現行の「新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止を図るための市主催事業等の開催及び

貸館基準」は廃止する。 

・市独自の食糧支援については終了とする。 

・休暇等の職員の服務に関する対応や上記感染対策等については、会議終了後速やかに職員

に通知する。 

 

 

〇その他 

・市の対応方針を踏まえて、新型コロナウイルス感染症に関する市長メッセージを発表する予定で

ある。 

 

 

〇次回対策本部会議 未定 


